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リンクリゾルバーとは

リンクソース（起点）と，リンクターゲット（到達点）の間に

介在し，リンク先をResolve（解決）する役割を担うシステム

リンクソース リゾルバ－
リンクソースに
関する情報
タイトル・著者・ISSN
DOI・出展・など

リンクターゲット
ターゲットへの
URL

リンク先決定

SFX
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リゾルバーの動作

リクソース

ターゲットへの
URL創出

リゾルバー

参照中の論文に関する情報:

著者名
Baggs, EM, 
論文タイトル
A short-term investigation of trace 
gas emissions following tillage 
and no-tillage of agroforestry
residues in western Kenya
ジャーナルタイトル
Soil and Tillage Research
Volume 90
Issue 1-2
出版年 2006
ページ: 69-76 
ISSN: 0038-0717 

情報基盤

判断
（Resolve）

OpenURL解析

ターゲット解析

http://sfx.usaco.co.jp/sfx.cgi?
genre=article&
title=Soil and Tillage Research
atitele=A short-term 
investigation of trace gas 
emissions following tillage and 
no-tillage of agroforestry
residues in western kenya&
issn=0038-0717&
volume=90&
issue=1-2&
spage=69&
epage=76&
date=2006&
aulast=Baggs&
aufirst=EM

OpenURL
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リンクリゾルバーの効果（1）

適切コピーへの誘導
＜Science誌の例＞

年代と提供プラットフォーム

Science Online / 
HighWire

Open Access / HighWireScience Classic

過去6ヶ月1996年1880年～1995年

電子ジャーナルパッケージにおけるプラットフォーム

JSTOREBSCOProQuest

1880年～1997年～1988年～
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リンクリゾルバーの効果（2）
・ 機関内における入手可能性を確認（フィルター）

・ 無料サービスの活用

電子ジャーナル購読

Open Access

OPAC

文献情報

機関内では
入手不可と
判断

原報取寄せサービス

ILL（相互貸借）

内部入手の可否／無料公開対象を確認 外部へ文献依頼

リゾルバー
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リンクリゾルバーの効果（3）
サーチエンジンからの利用者の連れ戻し
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リンクリゾルバーの効果（4）

利用可能な有用サービスの紹介・活用
→ もっと使ってほしいサービスをメニューに追加
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リンクリゾルバーの効果（5）
他システムとの連携（ILL申込／文献管理ツールなど）

SFX

SFXによる
ILL申込画面

図書システムによる
ILL申込画面

システムの仕様に
合わせた書誌事項の送信

図書システム

所蔵事前チェック
Z39.50 

図書システム
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リンクリゾルバーの効果（5）
他システムとの連携（ILL申込／文献管理ツールなど）

SFX システムの仕様に
合わせた書誌事項の送信

EndNote
RefWorks
MetaLib
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リンクリゾルバーの効果（6）
電子ジャーナルリストの作成と電子資源管理
http://vertigo.usaco.co.jp/sfxlcl3/a-z/default
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リンクリゾルバーの効果（7）
リンクの集中管理による保守管理効率の向上

サービス
a

サービス
b

サービス
c

サービス
d

リンク不可

(提供側の問題）

リンク不可

(提供側の問題）

保守管理効率の低下保守管理効率の低下

一方方向のリンク一方方向のリンク
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リンクリゾルバーの効果（7）
リンクの集中管理による保守管理効率の向上

サービス
a

サービス
b

サービス
c

サービス
d

リゾルバー

メタデータ

適
切
コピ
ー

適
切
コピ
ー
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リンクリゾルバーの効果（7）
リンクの集中管理による保守管理効率の向上

サービス
a

サービス
b

サービス
c

サービス
d

リゾルバー集中管理集中管理
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リンクリゾルバーの効果（8）

利用統計の解析により利用者の動向調査や

資料の評価データを採取
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1. SFXサービスの利用頻度集計（日・月・年単位）

2. リソースごとのSFX利用頻度集計

3. オブジェクトごとのSFX利用頻度集計

4. リンクサービスごとのSFX利用頻度集計

5. フルテキストへのリンクがあった（なかった）
SFX利用頻度集計

6. SFXメニューに表示されたターゲット

7. リンクターゲットごとのSFX利用頻度集計

8. リンクターゲットのリンクサービスごとの
SFX利用頻度集計

9. 電子ジャーナルタイトルごとの利用頻度集計

10. ターゲットごとの電子ジャーナルタイトル利用頻度集計

11. リソースごとの電子ジャーナルタイトル利用頻度を集計

12. フルテキストをもたないジャーナルの集計

13. リソースごとのドキュメントデリバリーサービスの利用頻度集計

14. 電子ブックの利用頻度集計

15. フルテキストリンク以外に利用されたサービス

16. 利用のなかった電子ジャーナルの集計

17. SFXメニューにサービスが何も表示されなかった回数

18. IPアドレスごとのログイン数およびSFXサービスの利用回数

19. 最も利用頻度の高い電子ジャーナル

S・F・Xにおける利用統計項目
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リンクソース
OpenURLに準拠したサービス

リゾルバーモデルでのリンクソースは

OpenURLに準拠した書式でメタデータを
機関リゾルバーに送信することが必要
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リンクターゲット

リゾルバーがナビゲーション可能なリンク先

添付資料のSFX® ターゲットリスト を参照下さい
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リゾルバーの機能差

・ メニューの2重化
・ 言語の切替

・ リンクメニューのロジック対応（登場順位，登場条件）

・ リンク先の調整範囲

・ Fetch機能
・ KnowledgeBase （情報基盤）の精度

→毎月更新

・ CitationLinkerの提供
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リゾルバーの機能差

・ Z39.50における所蔵プリチェック機能
・ X Server機能
・ コンソーシアム対応

・ ILLオーダフォーム
・ ローカルサービスへの対応
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SFXのセールスポイント

• 国内に開発・メンテナンスの拠点
• 5年間のノウハウの蓄積と実績
• 無料ジャーナル（オープンアクセス）へのリンク
• 国内の資源へのリンク
• 統計機能
• カスタマイズの許容範囲
• マルチサイトへの対応
• 画面の見やすさ（利用者への判りやすいメニューの提示能力）
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メニュー言語切替機能
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リンクメニューの2重化
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CitationLinker
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割込みメニューデザイン
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MetaLib
■ポータルとしての機能

■ユーザ管理

（認証･アクセス権限・利用者登録・認証サーバとの連携）

■ 電子情報資源の目録化

■一括検索機能（メタサーチ）

■パーソナライズ
（My Library機能・SDI）

■ 管理者機能

■ OpenURL未対応製品のOpenURL化
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関連製品の商品構成と役割

SearchSolver提供なしLinkSolverJournal A to ZOvid Technologies

SwetsWise
Searcher提供なしSwetsWise LinkerSwets

WebFeat提供なしLinkSourceA-to-ZEBSCO

CentralSearchArticleLinkerE-JOURNAL 
A.M.SSerialsSolutions

MetaLibS・F・XEx Libris

図書館ポータル統合検索所蔵検索機能リンクリゾルバー電子ジャーナルリストベンダー
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ASPとローカルサーバ
■ ASP (Application Service Provider)
ホスティング

利用機関の代わりにサービス提供者が

機器を用意し保守する

→ SFX® ASP
■ローカル

利用機関側にサーバを設置

→ SFX®，MetaLib


